
 1 日立製作所  15

 2 九州電力  14

 3 三菱重工業 11

 4 トヨタ自動車九州  8

 5 ＮＴＴデータ 6

  トヨタテクニカルディベロップメント  6

  新日鉄ソリューションズ  6

  新日本製鐵  6

  東芝プラントシステム  6

  日立ソリューションズ  6

  飯塚病院 6

12 ＲＫＫコンピュータサービス  5

  アイシン・エイ・ダブリュ  5

順位   企業名   就職者数 順位   企業名   就職者数

12 アイシン精機　  5

  エコー電子工業  5

  オービック  5

  キヤノン  5

  ワークスアプリケーションズ  5

  安川電機  5

  京セラ  5

  三洋電機  5

  川崎重工業  5

  大日本印刷  5

  富士電機ホールディングス  5

  本田技研工業  5
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「就職に強い九工大」の秘密を探る
Voice of Graduate 
日本アイ・ビー・エム株式会社

荒津 拓さん

CAREER 

DESIGN「Career Style Book」
を発行！　

「Career Style Book」
を発行！　

「Career Style Book」
を発行！　

就職先 TOP25

卒業生のキャリアが分かる！

本学は、企業からの高い評価をいただいており、
毎年高い就職実績を誇っています。

　本年4月、本学の卒業生たちが高校生だった頃から現在の社会
人としてのポジションを築くまでを辿った「Career Style Book」を発行しました。冊子発行と同時に
「Career Style WebBook」をHPに掲載。こちらは冊子よりも多くの卒業生の情報をご覧いただけます。
　部活一筋の高校時代を送った先輩、文系から理転した先輩、仕事と子育てを両立させている先輩など、様々
なキャリアスタイルを紹介しています。また、後悔しない学生生活の過ごし方、就活のヒントも満載です。是非
ご覧ください。

平成23年３月学部・大学院卒業者
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３
つ
の
キ
ャ
ン
パ
ス
で
連
携

　

本
学
に
は
、
学
生
た
ち
に
社
会
人
と
し
て
必

要
な
心
構
え
な
ど
を
教
え
た
り
、
き
め
細
か
な

就
職
支
援
、
進
路
支
援
を
行
う
キ
ャ
リ
ア
セ
ン

タ
ー
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
２
０
０
６
年
４

月
に
飯
塚
キ
ャ
ン
パ
ス
に
開
設
さ
れ
た
の
を
皮

切
り
に
、
戸
畑
、
若
松
キ
ャ
ン
パ
ス
に
も
設
置

さ
れ
、
３
つ
の
キ
ャ
ン
パ
ス
で
連
携
し
な
が
ら

活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

飯
塚
市
の
情
報
工
学
部
に
開
設
さ
れ
て
い
る

キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
は
、
正
門
近
く
の
研
究
管

理
棟
の
中
に
あ
り
ま
す
。
全
国
各
地
の
企
業
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
や
公
務
員
関
係
求
人
票
、
民
間
企

業
の
求
人
票
フ
ァ
イ
ル
な
ど
を
自
由
に
閲
覧
す

る
こ
と
が
で
き
る
う
え
、
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
て

就
職
関
連
の
情
報
を
収
集
で
き
る
コ
ー
ナ
ー
な

ど
も
あ
り
ま
す
。
セ
ン
タ
ー
の
職
員
が
学
生
の

進
路
相
談
を
し
た
り
、
面
接
の
リ
ハ
ー
サ
ル
を

実
施
す
る
コ
ー
ナ
ー
も
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

情
報
工
学
部
の
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
へ
の
訪

問
者
は
年
間
約
２
２
０
０
人
で
、
多
い
月
に
は

３
０
０
人
近
く
の
学
生
が
利
用
し
て
い
ま
す
。

キ
ャ
リ
ア
形
成
教
育
で
適
性
探
し

入
学
時
か
ら
一
貫
し
て
就
職
サ
ポ
ー
ト

　

キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
の
特
徴
は
、
大
学
入
学
時

か
ら
大
学
卒
業
・
大
学
院
修
了
ま
で
の
４
年
な
い

し
６
年
間
に
わ
た
る
き
め
細
か
な
就
職
サ
ポ
ー
ト

で
す
。
学
生
に
対
し
て
、
単
な
る
進
路
・
就
職
支

援
を
行
っ
て
い
る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
そ
の
一
つ
が
２
年
生
や
３
年
生
を
対
象
に
し
た

「
キ
ャ
リ
ア
形
成
教
育
」
で
す
。
こ
れ
は
自
分
の

適
性
に
合
っ
た
就
職
先
を
選
択
す
る
た
め
の
参
考

に
な
る
よ
う
な
動
機
づ
け
を
行
う
も
の
で
す
。
電

機
、
通
信
、
Ｉ
Ｔ
、
鉄
鋼
、
自
動
車
な
ど
の
業
界

の
第
一
線
で
技
術
者
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
人
た

ち
を
講
師
に
招
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
業
界
に
お
け
る

技
術
発
展
の
現
状
や
将
来
展
望
に
つ
い
て
解
説
し

て
も
ら
い
ま
す
。

　
例
え
ば
、
鉄
鋼
業
界
に
つ
い
て
の
講
義
で
は
生

産
工
程
か
ら
販
売
工
程
ま
で
の
流
れ
の
中
で
、
技

術
者
が
ど
の
工
程
に
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て
い
る

か
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
に
苦
労
し
て
取
り
組
ん
で

い
る
か
を
実
体
験
に
基
づ
い
て
話
し
て
も
ら
う
の

で
す
。
こ
の
た
め
、
学
生
た
ち
に
も
「
企
業
の
最

前
線
の
実
態
が
よ
く
わ
か
る
」
と
好
評
で
す
。
徳

丸
雅
夫
・
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
長
は
「
講
師
は
極

力
、
九
工
大
の
Ｏ
Ｂ
に
や
っ
て
も
ら
っ
て
い
る
。

学
生
た
ち
も
先
輩
な
の
で
気
楽
に
質
問
で
き
、
自

分
の
適
性
を
考
え
た
り
、
希
望
の
職
種
を
選
択
す

る
際
に
参
考
に
な
っ
て
い
る
よ
う
だ
。
こ
う
し
た

教
育
は
『
自
分
が
や
り
た
い
仕
事
と
異
な
っ
て
い

た
』
と
い
う
就
職
後
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
や
中
途
退

社
、
転
職
を
防
ぐ
こ
と
に
も
つ
な
が
る
」
と
話
し

て
い
ま
す
。

　
本
学
で
は
、
３
・
４
年
生
の
学
生
を
対
象
に
、

卒
業
後
の
技
術
者
と
し
て
の
倫
理
観
な
ど
を
教
え

る
「
教
養
教
育
特
別
講
義
」
に
も
力
を
入
れ
て
い

る
ほ
か
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
受
け
入
れ
企
業
の

情
報
提
供
と
応
募
学
生
の
仲
介
を
行
っ
た
り
、
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
ガ
イ
ダ
ン
ス
な
ど
も
実
施
し
て

い
ま
す
。

同
窓
生
に
よ
る〝
熱
血
〞
面
接
指
導

 

本
学
で
は
、
各
学
科
・
専
攻
に
そ
れ
ぞ
れ
就

職
担
当
教
員
を
配
置
し
、
就
職
希
望
学
生
に

対
し
て
、
就
職
先
が
決
ま
る
ま
で
責
任
を

持
っ
て
就
職
活
動
を
支
援
す
る
体
制
を
取
っ

て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
本
学
の
特
徴
は
先
輩
（
同
窓

生
）
と
の
結
び
付
き
が
強
い
こ
と
で
す
。
先

輩
が
就
職
し
た
企
業
の
リ
ク
ル
ー
タ
ー
と
し

て
学
生
た
ち
と
接
触
す
る
機
会
も
多
い
の
で

す
。
先
輩
が
大
学
に
や
っ
て
き
て
企
業
の
実

態
に
つ
い
て
ざ
っ
く
ば
ら
ん
に
話
し
て
く
れ

る
「
車
座
に
な
っ
て
先
輩
と
語
ろ
う
」
と
い

う
イ
ベ
ン
ト
も
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

 

就
職
活
動
中
の
学
生
に
対
し
て
は
、
面
接
リ

ハ
ー
サ
ル
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
模
擬
面
接

な
ど
の
講
師
は
リ
ク
ル
ー
ト
業
界
の
人
に
お

願
い
し
て
、
面
接
を
受
け
る
際
の
注
意
事
項

な
ど
を
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す

が
、
実
際
の
面
接
で
は
大
学
の
研
究
テ
ー

マ
、
研
究
内
容
に
つ
い
て
説
明
を
求
め
ら
れ

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

学
会
で
の
研
究
発
表
の
よ
う
に
、
専
門
用

語
を
使
っ
て
の
説
明
で
は
企
業
の
面
接
担
当

者
の
理
解
は
得
ら
れ
ま
せ
ん
。
同
大
Ｏ
Ｂ
で

も
あ
る
徳
丸
・
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
長
が
分

か
り
や
す
い
説
明
の
仕
方
に
つ
い
て
、
学
生

た
ち
に
ま
さ
に
手
取
り
足
取
り
で
個
別
の
面

接
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

 

企
業
は
ど
の
よ
う
な
人
材
を
求
め
て
い
る
の

で
し
ょ
う
か
。
徳
丸
・
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー

長
は
①
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
②
忍
耐
力
③
本
質

を
見
抜
く
洞
察
力
④
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

能
力
⑤
判
断
力
⑥
情
報
収
集
能
力
│
の
６
つ

の
能
力
を
挙
げ
て
「
就
職
試
験
で
は
、
筆
記

試
験
の
成
績
評
価
は
そ
ん
な
に
大
き
な
ウ

エ
ー
ト
を
占
め
て
い
な
い
。
学
生
時
代
に
社

会
に
入
っ
て
役
に
立
つ
能
力
を
身
に
つ
け
て

ほ
し
い
」
と
注
文
を
つ
け
て
い
ま
す
。

『
ダ
ン
ト
ツ
』の
就
職
実
績

徳丸 雅夫 情報工学部キャリアセンター長
1951年大分県佐伯市生まれ。74年九州工業大
学機械工学科卒業後、日立製作所に入社。グルー
プ会社の役員を経て2011年６月、情報工学部
キャリアセンター長に就任。その間、1989年
から日立製作所の採用プロジェクト活動にも従
事。また同センターの設立にも参画し設立時よ
り副センター長を務める。 

　就職氷河期といわ
れ、大学生の就職難が大
きな社会問題となっています。
そんな厳しい状況下でも、九工
大は抜群の就職率を誇り、全国
の大学の注目を集めています。
なぜ、就職に強いのか。そ
の秘密に迫ってみました。

特集
「就職に強い九工大」
の秘密を探る
「就職に強い九工大」
の秘密を探る

Kyushu Institute of Technology 
2011.10.01 vol.39

　

九
工
大
の
就
職
実
績
は
、
全
国
の
大
学

の
中
で
も
群
を
抜
い
て
い
ま
す
。
景
気
停

滞
な
ど
の
影
響
で
、
全
国
の
大
学
全
体
の

内
定
率
が
過
去
最
低
水
準
を
記
録
し
ま

し
た
が
、
九
工
大
で
は
今
年
３
月
卒
業
し

た
学
部
生
の
就
職
率
は
95
・
９
％
、
大
学

院
生
は
99
・
１
％
で
し
た
。
不
況
に
か
か

わ
ら
ず
「
ダ
ン
ト
ツ
」
の
就
職
率
を
誇
っ

て
い
ま
す
。
学
生
に
対
す
る
企
業
の
評
価

が
非
常
に
高
く
、
大
学
推
薦
で
採
用
選

考
を
受
け
た
場
合
、
学
生
１
人
当
た
り
平

均
わ
ず
か
１
・
７
社
で
内
定
を
得
て
い
ま

す
。

　

就
職
希
望
者
の
約
４
分
の
３
が
東
証
上

場
企
業
と
そ
の
グ
ル
ー
プ
会
社
に
就
職
。

過
去
５
年
間
の
就
職
先
は
三
菱
重
工
業
１

０
３
人
、
日
立
製
作
所
83
人
、
公
務
員

82
人
、三
菱
電
機
56
人
、九
州
電
力
46
人
、

東
芝
44
人
、
マ
ツ
ダ
42
人
、
九
州
日
本
電

気
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
42
人
、
ト
ヨ
タ
自
動
車

九
州
40
人
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

23 九工大通信



    【ICTアーキテクトコース】
　高度なソフトウェア技術者を育成するため、国公私立の大学院と文部
科学省が推進する人材育成プロジェクト。
　選ばれた大学院生は、地元企業などのプロジェクトに参加し実際に使
われるシステム開発を担ったり、ＩＴ技術立国であるインドのＳＲＭ大学
でグローバル化に対応できる技術基盤を学んだりします。
　なお、本特別コースは終了しましたが、同様の内容が通常の大学院コー
ス・モジュール制の中で継続的に実施されています。

シ
ス
テ
ム
運
用
管
理
製
品
を
開
発

　

―

社
会
に
出
ら
れ
て
２
年
。
現
在
は
ど

の
よ
う
な
お
仕
事
を
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

　

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
開
発
研
究
所
で
シ
ス

テ
ム
運
用
管
理
製
品
の
開
発
に
携
わ
っ

て
い
ま
す
。
現
在
は
Ｉ
Ｔ
環
境
を
効
率

的
に
管
理
す
る
た
め
の
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ

ン
を
開
発
す
る
部
署
で
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ

ア
エ
ン
ジ
ニ
ア
と
し
て
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン

グ
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
中
で
も
情
報

漏
え
い
対
策
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を
開
発

し
て
い
ま
す
。

　

弊
社
の
製
品
は
企
業
シ
ス
テ
ム
の
一

部
と
し
て
動
く
こ
と
が
多
い
の
で
、
シ

ス
テ
ム
全
体
へ
の
影
響
も
考
え
な
が
ら

緊
張
感
を
持
っ
て
、
品
質
の
高
い
製
品

を
開
発
し
よ
う
と
意
識
し
て
い
ま
す
。

役
立
つ
基
礎
的
知
識
と
海
外
経
験

　

―

在
学
中
の
研
究
を
教
え
て
く
だ
さ

い
。
大
学
で
の
学
び
は
ど
の
よ
う
に
生
か

さ
れ
て
い
ま
す
か
。

　

効
率
よ
く
問
題
を
解
く
た
め
の
計
算

方
法
・
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
を
研
究
テ
ー
マ

に
し
て
い
ま
し
た
。
デ
ー
タ
マ
イ
ニ
ン

グ
と
呼
ば
れ
る
分
野
で
、
例
え
ば
膨
大

な
タ
ン
パ
ク
質
の
デ
ー
タ
か
ら
新
薬
開

発
の
ヒ
ン
ト
に
な
る
特
定
の
パ
タ
ー
ン

を
見
つ
け
出
す
技
術
な
ど
で
す
。

　

研
究
室
で
使
う
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
管

理
も
し
て
い
ま
し
た
。
簡
単
な
セ
ッ
ト

ア
ッ
プ
や
修
理
で
し
た
が
、
シ
ス
テ
ム

管
理
者
と
し
て
の
立
場
を
経
験
し
た
こ

と
が
、
実
際
に
会
社
に
入
っ
て
課
題
を

見
つ
け
た
り
正
し
い
プ
ロ
セ
ス
を
理
解

し
た
り
す
る
の
に
生
か
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
関
す
る
必
要
な
知

識
が
体
系
立
て
て
学
べ
る
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
で
学
べ
た
こ
と
も
助
か
っ
て
い
ま

す
。
大
学
で
身
に
付
け
た
基
礎
的
な
知

識
が
現
在
と
て
も
役
に
立
っ
て
い
ま

す
。

　

そ
の
他
に
も
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
ア
ー
キ
テ
ク

ト
コ
ー
ス
で
行
っ
た
イ
ン
ド
の
Ｓ
Ｒ
Ｍ

大
学
で
の
研
修
や
、
チ
ェ
コ
で
開
か
れ

た
国
際
的
な
学
会
の
論
文
発
表
も
思
い

出
深
い
で
す
ね
。
他
の
国
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
肌
身
で
感
じ
ら
れ
た
貴
重
な
経

験
で
し
た
。
こ
の
よ
う
な
機
会
が
も
ら

え
た
こ
と
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

目
標
は
世
界
的
な
製
品

　

―

現
在
の
お
仕
事
を
志
望
し
た
理
由
と

将
来
の
夢
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。
最
後

に
、
学
生
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
お
願
い
し

ま
す
。
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に
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カ
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働
き
や
す
い
会
社
だ
な
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と
感

じ
た
か
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で
す
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ま
た
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グ
ロ
ー
バ
ル

に
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躍
す
る
エ
ン
ジ
ニ
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と
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フ
ト
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ェ
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の
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る
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な
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際
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に
チ
ー
ム
を
組

ん
で
挑
戦
す
る
点
に
ひ
か
れ
ま
し
た
。

　

ま
だ
ま
だ
若
手
な
の
で
、
現
在
は
製

品
の
一
部
を
担
当
し
て
い
る
状
況
で

す
。将
来
は
全
体
像
を
デ
ザ
イ
ン
し
て
、

世
界
的
な
お
客
様
に
利
用
し
て
も
ら
え

る
製
品
を
作
る
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す
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０
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学
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報
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大
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院
情
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県
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ェ
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発
研
究
所
に
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式
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ア
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発
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究
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ー
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ル
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ェ
ア
の
開
発
を
目
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（
あ
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問
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り
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究
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先
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と
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く
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ー
シ
ョ
ン
を
と
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こ
と
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お
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し
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。
一
人
の
先
生
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る
学
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な
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国
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て
、
考
え
方
や
継
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的
に
学
ぶ
仕

組
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を
自
分
の
も
の
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だ
さ
い
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ら
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る
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し
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新
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Ｔ
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界
を
リ
ー
ド
す
る
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際
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な
Ｉ
Ｔ
企
業
で
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躍
す
る
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き
先

輩
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津
拓
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ん
を
訪
ね
ま
し
た
。
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　　「先端グリーンキャンパス・プロジェクト」のラッピ
ングをした電気自動車が、九工大の戸畑・飯塚・若松の三
つのキャンパスを結ぶ定期便として活躍しています。
　「先端グリーンキャンパス・プロジェクト」とは、学内の技術を集
めた実験施設「グリーンキューブ」で、自然の力を利用して、エネル
ギーを創り、省エネを行い、環境を保全することを目指して進めてい
る事業です。本学では３年前から研究を行っています。
　この電気自動車も、学内の太陽光発電による電力で走っています。

日時：11月19日（土）（工大祭同時開催）
場所：飯塚キャンパス（飯塚市川津680-4）
10：00　ホームカミングデイ

（インタラクティブ学習棟「MILAiS」）
知能情報工学科、電子情報工学科一期生（平成３年卒）
の皆様をお招きして、懐かしい恩師やクラスメートと
の再会と交流、親睦を深めて頂きたいという思いを込
めた企画です。会場のインタラクティブ学習棟
（MILAiS）は今年4月に完成した新しい施設です。ご家
族様も是非ご一緒に、大学の近況や工大祭をお楽しみ
下さい。

13：00　記念式典　（500人講義室）
13：30　記念講演　（500人講義室）
　　　　講師；古川 一夫氏 一般社団法人  情報処理学会会長
　                （株式会社日立製作所  元代表取締役社長）
　　　　　
　お問い合わせ先
九州工業大学情報工学部総務係
〒820-8502 飯塚市川津680番4
E-Mail：jho-soumu@jimu.kyutech.ac.jp
TEL： 0948-29-7500

日時：10月20日（木）13：00 ～ 17：00　
場所：北九州学術研究都市会議場
　　　（北九州市若松区ひびきの2-3）
第１部 13：10～15：00
　ロボット関連シンポジウム
第２部 15：10～17：00
　環境関連シンポジウム

　お問い合わせ先
九州工業大学大学院生命体工学研究科総務係  
〒808-0196 北九州市若松区ひびきの２-４
E-Mail：sei-soumu@jimu.kyutech.ac.jp
TEL： 093-695-6003

　私たちは、環境に優しい材料の開発を目指しています。
構造物や製品などの破壊や摩耗、腐食の発生箇所の多くが、
環境と接している材料表面から生じます。

そこで、私たちはレーザ加熱によって材料表面に新たな機能を持
つ層を形成したり、材料表面の極表層に新規な特性を付与したりした

金属材料の開発を行っています。これはレーザビームが高エネルギー密度
の熱源で、急速加熱・急速冷却が可能であるために実現できるのです。
　溶接・接合技術は構造物製造のためには重要な基盤技術です。自動
車産業で多用されているスポット溶接や、真空中で熱間圧延接合する装
置を用いてアルミニウムと鋼、銅などの異種金属の溶接・接合についても
研究しています。　（山口富子准教授）

ラッピング電気自動車走行中！

情報工学部25周年記念イベント

大学院生命体工学研究科10周年記念シンポジウム
ロボットが拓く21世紀の環境にやさしい社会

Information

九工大通信では、皆様のご意見・ご感想をお待ちしております。
九州工業大学総務課広報企画係　
〒804-8550　北九州市戸畑区仙水町１－１  Tel：（093）884-3007  Fax：（093）884-3015
メールアドレス：sou-kouhou@jimu.kyutech.ac.jp

宛　先

Kyushu Institute of Technology 
2011.10.01 vol.39

　平成12年に長い年月をかけて、先端科学技
術に関する教育・研究機関の集積を図ること
によって、次代を担う新たな産業の創出や、
既存の地域産業の高度化に資するために北九
州市若松区に北九州学術研究都市が誕生いた
しました。その一翼を担っているのが九州工
業大学・生命体工学研究科で、生命体の持つ
優れた機能を工学的に実現し、生命科学を応
用する技術者・研究者を養成しています。生
命体工学研究科は生体機能専攻と脳情報専攻
からなり、北九州市立大学、早稲田大学とと
もに国・公・私が同一キャンパスに集う教育
研究拠点を形成しています。
　生命体工学研究科が取り組んだ大型教育研
究プロジェクトに、21世紀COEプログラム
「生物とロボットが織りなす脳情報工学の世
界」（平成15年～19年）があります。このプ

ログラムは難関を突破して採択されたもので
あり現在も高い評価を受けております。また、
特色ある大学院教育として「魅力ある大学院
教育イニシアティブ：出稽古修行型の分野横
断研鑽システム」（平成18年採択）、「大学院
教育改革支援プログラム：グローバル研究マ
インド強化教育プログラム」（平成19年採択）
を展開しています。これらは、日々学生と接
する指導陣が複眼的視野と豊かな国際感覚を
有する技術者・研究者を育成するために考案
したものです。この他、北九州学術研究都市
の上述の３大学院による連携大学院・カーエ
レクトロニクスコースを平成21年に設置、
カーエレクトロニクスに特化した実践的教育
にも取り組み、修了生は自動車メーカ、カー
エレクトロニクス関連企業に就職していま

す。
　学生主体の活動として平成15年に結成され
た北九州学術研究都市の合同チーム
Hibikino-Musashiは、RoboCup中型機リー
グにおいて、国内大会４連覇、７月にイスタ
ンブールで開催された2011世界大会ではロ
ボットに用いる専門技術を競うテクニカル
チャレンジで世界一になりました。
　この10年間で120名の博士が巣立ち、研究
教育機関だけでなく、産業界において先端技
術を担う研究者・技術者として活躍していま
す。生命体工学研究科は、これまでの様々な
取組みを更に拡充・発展させると共に、新し
い研究領域を開拓し、日本を支える優れた技
術者・研究者を輩出して、これからも未来に
向かって挑戦し続けます。

の技術を集

戸畑

若松

飯塚

　環境関連シンポ

私
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　情報工学部は、100年を超える歴史をもつ
九州工業大学の二つ目の学部として、昭和61
年10月に飯塚の地に開学しました。今年開学
25周年を迎えます。従来の情報工学科とは異
なる理念の下、情報社会の発展を主導する専
門技術者、産業各分野の情報化を支援する情
報応用技術者の養成を目指した、大規模な学
部として誕生しました。
　翌年の昭和62年４月に、最初の学生の受け
入れが始まりました。先ず、情報科学の基盤
を担う知能情報工学科・電子情報工学科が開
設され、翌年に、情報応用分野を担う制御工
学科（現、システム創成情報工学科）・機械
工学科（現、機械情報工学科）、さらに翌年、
生物化学システム工学科（現、生命情報工学
科）が開設され、現在の５学科体制となりま

した。また、他分野の学生の教育の場として、
３年時編入生も受け入れてきました。第一期
生の卒業時には博士前期課程が、その学生の
修了時には博士後期課程が、全分野同時に開
設されました。これらは情報工学部及び大学
院への期待の現れと言えます。情報通信革命
の只中、現在も、国立大学法人唯一の情報工
学部として、毎年400名超の学生を、高度知
識基盤社会を支える技術者として輩出してい
ます。
　また、社会人の教育の場として、平成22年
度まで、情報技術セミナーを開催し、情報通
信技術の普及に寄与してきました。現在は、
一般向けの情報・科学リテラシーの向上、小
中高校生の理系離れへの対応を目的として、
サイエンスカフェや出前講義などを実施し、

大学での学習を目的としたイベントなどを開
催しています。昨年には飯塚サイエンスギャ
ラリー（ミニ博物館）を作り、情報工学や情
報産業の歴史を学ぶための展示品を公開し、
知の発信地としての大学でありたいと活動を
行っています。
　学生生活へのサポート強化として、昨年か
らスクールバスの運行、本年度の学生寮の設
置など、学舎であるキャンパスの充実を進め
ています。また、新たな学部発展に向けて組
織の見直しも進めています。開学後25年を経
て、情報通信技術革命の進展の中で社会的要
請も変わってきており、九州工業大学情報工
学部が、これからも世界的にも評価される学
部で有るために、今後も改革を続けてまいり
ます。

生命体工学研究科10周年にあたって

情報工学部長　
仁川 純一

生命体工学研究科長
西尾 一政

なまびや
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ボットに用いる専門技術を競うテクニカル
チャレンジで世界一になりました。
　この10年間で120名の博士が巣立ち、研究
教育機関だけでなく、産業界において先端技
術を担う研究者・技術者として活躍していま
す。生命体工学研究科は、これまでの様々な
取組みを更に拡充・発展させると共に、新し
い研究領域を開拓し、日本を支える優れた技
術者・研究者を輩出して、これからも未来に
向かって挑戦し続けます。

の技術を集

戸畑

若松

飯塚

　環境関連シンポ

私
構造
環境
で、私
成した

属材料の開発を
の熱源で、急速加
溶接・接合技術

環境関

環
そこで

つ層を形成
金属材料の開発

表紙写真

【山口研究
室／

工学部
マテリアル工

学科】
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情報工学部25周年の軌跡

九工大通信

　情報工学部は、100年を超える歴史をもつ
九州工業大学の二つ目の学部として、昭和61
年10月に飯塚の地に開学しました。今年開学
25周年を迎えます。従来の情報工学科とは異
なる理念の下、情報社会の発展を主導する専
門技術者、産業各分野の情報化を支援する情
報応用技術者の養成を目指した、大規模な学
部として誕生しました。
　翌年の昭和62年４月に、最初の学生の受け
入れが始まりました。先ず、情報科学の基盤
を担う知能情報工学科・電子情報工学科が開
設され、翌年に、情報応用分野を担う制御工
学科（現、システム創成情報工学科）・機械
工学科（現、機械情報工学科）、さらに翌年、
生物化学システム工学科（現、生命情報工学
科）が開設され、現在の５学科体制となりま

した。また、他分野の学生の教育の場として、
３年時編入生も受け入れてきました。第一期
生の卒業時には博士前期課程が、その学生の
修了時には博士後期課程が、全分野同時に開
設されました。これらは情報工学部及び大学
院への期待の現れと言えます。情報通信革命
の只中、現在も、国立大学法人唯一の情報工
学部として、毎年400名超の学生を、高度知
識基盤社会を支える技術者として輩出してい
ます。
　また、社会人の教育の場として、平成22年
度まで、情報技術セミナーを開催し、情報通
信技術の普及に寄与してきました。現在は、
一般向けの情報・科学リテラシーの向上、小
中高校生の理系離れへの対応を目的として、
サイエンスカフェや出前講義などを実施し、

大学での学習を目的としたイベントなどを開
催しています。昨年には飯塚サイエンスギャ
ラリー（ミニ博物館）を作り、情報工学や情
報産業の歴史を学ぶための展示品を公開し、
知の発信地としての大学でありたいと活動を
行っています。
　学生生活へのサポート強化として、昨年か
らスクールバスの運行、本年度の学生寮の設
置など、学舎であるキャンパスの充実を進め
ています。また、新たな学部発展に向けて組
織の見直しも進めています。開学後25年を経
て、情報通信技術革命の進展の中で社会的要
請も変わってきており、九州工業大学情報工
学部が、これからも世界的にも評価される学
部で有るために、今後も改革を続けてまいり
ます。

生命体工学研究科10周年にあたって

情報工学部長　
仁川 純一

生命体工学研究科長
西尾 一政

なまびや



 1 日立製作所  15

 2 九州電力  14

 3 三菱重工業 11

 4 トヨタ自動車九州  8

 5 ＮＴＴデータ 6

  トヨタテクニカルディベロップメント  6

  新日鉄ソリューションズ  6

  新日本製鐵  6

  東芝プラントシステム  6

  日立ソリューションズ  6

  飯塚病院 6

12 ＲＫＫコンピュータサービス  5

  アイシン・エイ・ダブリュ  5

順位   企業名   就職者数 順位   企業名   就職者数

12 アイシン精機　  5

  エコー電子工業  5

  オービック  5

  キヤノン  5

  ワークスアプリケーションズ  5

  安川電機  5

  京セラ  5

  三洋電機  5

  川崎重工業  5

  大日本印刷  5

  富士電機ホールディングス  5

  本田技研工業  5
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特  集

「就職に強い九工大」の秘密を探る
Voice of Graduate 
日本アイ・ビー・エム株式会社

荒津 拓さん

CAREER 

DESIGN「Career Style Book」
を発行！　

「Career Style Book」
を発行！　

「Career Style Book」
を発行！　

就職先 TOP25

卒業生のキャリアが分かる！

本学は、企業からの高い評価をいただいており、
毎年高い就職実績を誇っています。

　本年4月、本学の卒業生たちが高校生だった頃から現在の社会
人としてのポジションを築くまでを辿った「Career Style Book」を発行しました。冊子発行と同時に
「Career Style WebBook」をHPに掲載。こちらは冊子よりも多くの卒業生の情報をご覧いただけます。
　部活一筋の高校時代を送った先輩、文系から理転した先輩、仕事と子育てを両立させている先輩など、様々
なキャリアスタイルを紹介しています。また、後悔しない学生生活の過ごし方、就活のヒントも満載です。是非
ご覧ください。

平成23年３月学部・大学院卒業者
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